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高
校
生
が
「
経
営
」
に
つ

い
て
学
ぶ
経
営
学
部
の
公
開

講
座
「
高
校
生
の
た
め
の
経

営
学
実
践
講
座
」
が
８
月
７

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
、
約
９０
人
の
高
校
生
が

参
加
し
た
。

今
年
も
㈱
モ
ス
フ
ー
ド
サ

ー
ビ
ス
の
協
力
で
行
わ
れ
、

参
加
者
は
市
販
の
お
菓
子
を

取
り
入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
セ

ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
と
宣

伝
広
告
用
ポ
ス
タ
ー
を
作

り
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
の

集
客
ア
イ
デ
ア

を
競
い
合

っ

た
。経

営
学
部
の

学
生
が
２
人
ず
つ
チ
ュ
ー
タ

ー
と
し
て
高
校
生
た
ち
の
間

に
加
わ
り
、
２
時
間
半
に
お

よ
ぶ
熱
心
な
討
議
の
末
、
１２

グ
ル
ー
プ
各
５
分
間
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
臨
ん

だ
。表

彰
式
で
は
モ
ス
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
と
本
学
が
そ
れ
ぞ

れ
上
位
３
グ
ル
ー
プ
を
選

出
。
モ
ス
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

賞
１
位
（
専
大

賞
第
２
位
）
は

「
都
こ
ん
ぶ
」

を
使
っ
た
Ｂ
グ

ル
ー
プ
の
「
不

思
議
バ
ー

ガ

ー
」
で
、
「
実

際
に
試
食
し
て

開
発
に
あ
た
っ

た
と
こ
ろ
が
ポ

イ
ン
ト
。
コ
ン

セ
プ
ト
、
味
の

工
夫
と
も
に
良

か
っ
た
」
と
講

評
さ
れ
た
。

専
大
賞
１
位

（
モ
ス
フ
ー
ド

賞
第
２
位
）
の
Ｇ
グ
ル
ー
プ

は
「
か
っ
ぱ
え
び
せ
ん
」
を

使
っ
た
「
え
び
せ
ん
バ
ー
ガ

ー
」
を
考
案
し
、
「
素
材
の

良
さ
を
引
き
立
て
る
工
夫
が

す
ば
ら
し
か
っ
た
」
と
講
評

さ
れ
た
。

ほ
か
に
、
コ
ロ
ッ
ケ
と
か

り
ん
と
う
を
組
み
合
わ
せ
て

食
感
を
楽
し
む
「
カ
リ
コ
ロ

バ
ー
ガ
ー
」、「
梅
し
ば
」
と

豆
腐
を
使
っ
た
高
齢
者
向
け

ヘ
ル
シ
ー
バ
ー
ガ
ー
な
ど
、

創
意
あ
ふ
れ
る
ア
イ
デ
ア
が

そ
ろ
っ
た
。

最
後
に
瓶
子
長
幸
経
営
学

部
長
が
「
チ
ー
ム
で
取
り
組

む
楽
し
さ
が
経
営
の
第
一

歩
。
こ
れ
を
機
会
に
経
営
学

に
興
味
を
も
っ
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
た
。

高
校
生
た
ち
は
「
経
営
は

難
し
い
と
い
う
印
象
を
も
っ

て
い
た
が
、
ア
イ
デ
ア
を
発

信
で
き
る
と
こ
ろ
が
お
も
し

ろ
い
」
「
プ
レ
ゼ
ン
は
緊
張

し
た
け
ど
皆
で
取
り
組
め
て

楽
し
か
っ
た
」
と
初
め
て
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
験
を
振
り

返
っ
た
。

昨年、ニューヨークに長期滞在

し、日本の寿司の普及ぶりに驚きま

した。健康的で、おしゃれなイメー

ジが一人歩きをして、sushi という

言葉が実体を超えて使われ始めてい

ます。インターン先紹介サイトが「イ

ンターン sushi」だったり、仏製の

おしゃれなサンダルはなぜか sushi

でした。言葉の使われ方は面白いで

すね。

寿司の普及とは裏腹に、ＮＹの日

本人勢力は大きく縮小しています。

テレビから日本語の番組が消え、代

わりに、中国語と韓国語が幅を利か

せています。

客員研究員となったコロンビア大

学も、キャンパスで見かける多くが

中国人と韓国人でした。その年の全

学生に占める留学生の割合は、大学

史上最高の２３％だったそうです。中

国人がトップで３割近くを占め、次

に韓国、インドと続きます。

ずいぶん昔に、今後拡大する中国、

インド市場を見込んで、アメリカは

語学教育戦略を中国語とヒンディー

語にシフトしたということを学びま

した。それがまさに現実のものとな

った感があります。流暢な英語をし

ゃべり、西洋文化を学んだ中国人や

韓国人がこれからますます国際社会

で活躍し、皆さんは、グローバルなビ

ジネス世界に入れば、そのような人

たちとライバル、あるいはパートナ

ーとして接することになるのです。

言語を取り巻く環境は確実に変化

しています。そのようなエキサイテ

ィングな世界に住む皆さんにオスス

メしたいのは、英語プラス中国語や

韓国語なども視野に入れた語学戦略

です。ＮＹ滞在で実感したことは、

英語の窓を通して見える世界が確実

に変化しているということでした。

※全文はＬＬ研究室ホームページで

７
月
８
日
、
東
京
・
豊
島

区
の
巣
鴨
学
園
で
開
か
れ
た

第
２４
回
東
京
都
杖
道
大
会

（
東
京
都
剣
道
連
盟
主
催
・

東
京
新
聞
な
ど
後
援
）
で
、

専
大
杖
道
会
は
、
２
部
門
で

１
位
に
な
っ
た
ほ
か
上
位
入

賞
が
多
数
出
た
。

１
位
は
四
段
の
部
の
石
崎

（
河
上
）
珠
枝（
平
１８
経
済
）

・
岸
野
紘
子
（
平
１８
経
営
）

組
で
昨
年
に
続
く
２
連
覇
。

初
段
の
部
で
も
村
上
晋
之
介

（
法
２
）
・
大
谷
直
矢
組
が

１
位
と
な
っ
た
。

１
級
以
下
の
部
で
は
田
中

達
真
（
文
１
）
・
藤
田
海
理

（
経
済
１
）
組
が
２
位
に
、

逆
井
拓
海（
文
１
）・
竹
下
涼

祐
（
文
１
）
組
が
ベ
ス
ト
４

に
入
っ
た
。
二
段
の
部
の
我

妻
沙
紀（
経
営
４
）・
石
橋
和

弥
（
文
４
）
組
も
ベ
ス
ト
４

入
り
し
た
∥
以
上
敬
称
略
。

同
会
顧
問
の
宇
都
榮
子
人

間
科
学
部
長
（
六
段
）
は
「
会

が
で
き
て
１４
年
目
に
入
り
、

部
員
は
４０
人
を
超
え
、
学
生

の
間
に
定
着
し
て
き
た
。
古

川
瞬
也
先
生（
範
士
八
段
）ほ

か
高
段
者
に
指
導
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
好
成
績
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
」
と
語

っ
た
。

※
杖
道
は
棒
術
の
一
種
。

防
具
を
使
わ
ず
、
２
人
１
組

で
一
方
が
杖
、
他
方
が
木
刀

で
立
ち
向
か
い
、
指
定
さ
れ

た
立
ち
合
い
の
形
を
２
組
が

同
時
に
演
武
。
正
確
さ
、
早

さ
、
鋭
さ
な
ど
を
競
う
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
が

提
供
す
る
エ
ン
デ
バ
ー
奨
学

金
を
、
本
学
の
２
学
生
が
授

与
さ
れ
た
。
長
期
交
換
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ウ
ー
ロ
ン
ゴ

ン
大
学
に
留
学
中
の
大
谷
卓

也
さ
ん
（
文
４
）
と
深
沢
香

菜
さ
ん
（
二
部
商
４
）
。

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を

受
け
た
地
域
の
学
生
を
対
象

に
し
た
教
育
交
流
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
震
災
復
興
支
援
）

で
、
奨
学
金
は
約
５
０
０
０

豪
㌦
相
当
。
大
谷
さ
ん
は「
奨

学
金
は
大
き
な
励
み
で
す
。

留
学
の
残
り
３
カ
月
間
、
専

修
大
学
の
代
表
と
し
て
よ
り

一
層
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

と
喜
び
を
語
っ
た
。

第
２６
回
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
日
本
選
手
権
大
会
が
８
月

２４
日
か
ら
２６
日
ま
で
、
東
京

都
渋
谷
区
の
国
立
代
々
木
競

技
場
第
１
体
育
館
で
開
催
さ

れ
た
。

大
学
部
門
に
出
場
し
た
全

学
応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
は
予
選
を
１

位
で
通
過
。
シ
ー
ド
校
２０
校

を
含
む
２３
校
に
よ
る
準
決
勝

で
は
、
惜
し
く
も
決
勝
進
出

は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
全
国

の
大
学
チ
ー
ム
中
１９
位
と
い

う
成
績
を
残
し
た
。

同
部
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
野
球
、
箱
根
駅

伝
の
応
援
活
動
を
主
と
し
、

さ
ら
に
自
分
た
ち
の
競
技
大

会
に
向
け
て
練
習
も
し
て
い

る
。
代
表
の
柳
田
麻
衣
さ
ん

（
経
営
３
）
は
「
今
回
の
準
決

勝
進
出
は
チ
ー
ム
の
努
力
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
周
り
の
方

の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
。
皆

さ
ん
へ
の
恩
返
し
と
な
る
よ

う
な
演
技
を
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
」と
話
し
た
。

次
の
目
標
は
全
日
本
学
生

選
手
権
大
会
（
１２
月
８
、
９

日
、
同
会
場
で
開
催
）。活
躍

に
期
待
し
た
い
。

「
カ
ッ
プ
麺
の
湯
で
」

「
ヘ
ア
ア
イ
ロ
ン
で
」

「
バ
イ
ク
の
マ
フ
ラ
ー

で
」
…
保
健
室
に
は
ほ
ぼ

毎
日
ヤ
ケ
ド
の
学
生
が
や

っ
て
き
ま
す
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
初
期
の
対
応
が
不

十
分
で
す
。

ヤ
ケ
ド
の
応
急

処
置
で
最
も
大
切

な
の
は
受
傷
直
後

速
や
か
に
水
で
冷

や
す
こ
と
で
す
。

そ
の
目
的
は
、
痛

み
を
和
ら
げ
る
・

ヤ
ケ
ド
の
深
さ
の

進
行
予
防
・
跡
を
残
り
に

く
く
す
る
た
め
で
す
。
初

期
治
療
が
遅
れ
る
と
傷
は

深
く
な
り
、
治
療
期
間
も

長
く
か
か
り
ま
す
。

範
囲
・
程
度
に
よ
り
ま

す
が
、
基
本
的
に
流
水
で

５
分
以
上
冷
や
し
ま
す

（
目
安
と
し
て
は
痛
み
を

感
じ
な
く
な
る
ま
で
）
。

直
接
流
水
を
あ
て
ら
れ
な

い
と
き
は
、
ア
イ
ス
ノ
ン

や
冷
水
に
浸
し
た
タ
オ
ル

な
ど
を
使
用
し
ま
す
。
衣

服
を
着
た
部
位
に
ヤ
ケ
ド

を
負
っ
た
場
合
は
、
皮
膚

も
一
緒
に
は
が
れ
て
し
ま

う
た
め
無
理
に
脱
が
ず
衣

服
の
上
か
ら
水
を
か
け
ま

す
。ヤ

ケ
ド
は
深
さ
に
よ
り

３
段
階
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
Ⅰ
度
（
発
赤
、
ひ
り

ひ
り
す
る
）
は
、
よ
く
冷

や
し
市
販
の
ヤ
ケ
ド
治
療

薬
な
ど
の
対
応
で
自
然
治

癒
が
可
能
で
す
。
ヤ
ケ
ド

の
深
さ
の
判
断
は
早
期
で

は
難
し
い
こ
と
も
多
い
た

め
、
そ
の
後
も
注
意
し
て

観
察
し
ま
す
。

Ⅱ
度
（
水
ぶ
く
れ
が
で

き
強
い
痛
み
が
あ
る
）
、

Ⅲ
度
（
皮
膚
が
白
く
な
っ

た
り
黒
く
焦
げ
、
神
経
が

破
壊
さ
れ
痛
み
も
感
じ
な

い
）
で
は
病
院
で
の
治
療

が
必
要
で
す
。

水
ぶ
く
れ
は
、
細
菌
が

入
っ
て
悪
化
し
た
り
跡
が

残
ら
な
い
よ
う
傷
口
を
保

護
す
る
役
割
が
あ
り
ま

す
。
破
れ
な
い
よ
う
ガ
ー

ゼ
や
清
潔
な
タ
オ
ル
で
軽

く
覆
い
病
院
を
受
診
し
ま

す
。ヤ

ケ
ド
を
起
こ
す
環
境

や
原
因
は
身
近
な
日
常
生

活
に
あ
り
ま
す
。
ま
ず
予

防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
室
）

豪
エ
ン
デ
バ
ー
奨
学
金

▲ 専大賞１位のＧグループ

第
７
回
「
高
校
生
の
た
め
の
経
営
学
実
践
講
座
」

本
学
か
ら
２
学
生
に

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
の
集
客
ア
イ
デ
ア
競
う

大谷卓也さん

ヤケドをしたら

▲ ▼ グループに分かれて討議

深沢香菜さん

▲ グループ別のプレゼン

テーション

▲ メダルを授与

◀

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で

第
２６
回
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
日
本
選
手
権

「

専

大

杖

道

会

」
が

活

躍

「
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
」１９
位
と
健
闘

▲ 「BLASTS」の演技

四
段

石
崎
・
岸
野
組
２
連
覇

▲ 初段の部

初
段

村
上
・
大
谷
組
も
優
勝

英
語
プ
ラ
ス

黒沢 眞里子文学部教授

（文１）
神崎なの

英 語

ー●１２●ー

▶

活
躍
の
専
大
杖
道
会
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